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の刺激パルス幅依存性について解析した。第 9 章では， 2 個の興奮性膜の回路モデ、ルを相互に抑制的に接続した後方
相互抑制回路の刺激一応答特性を調べた。第10章は，論文の結果の総括と今後の課題について述べた。
要するに，本論文は興奮性膜の電子回路モデルの刺激応答性を調べるために拡張された位相反応曲線を導入し，位
相遷移曲線が周期的な刺激に対する応答特性を解析するのにきわめて有用であること，実際の興奮性膜に近い動作を
するように回路パラメータを設定するのに利用できることなどを示したもので，これが本論文の主たる成果である。
この成果は神経生物学に関するハードウエアモデ、ルの研究に斬新でかっ有効な方法を提供するものであり，この分野
に一定の貢献をしたと評価できる o
よって，本論文は学位論文として価値あるものと認められるo
戸O? ?
